［解説］【岐阜女子大学】メタデータ項目と記述内容
	
	メタデータ項目
	ダブリン・コア
	解　　　　説

	１
	ID
	(10) identifier
	資料データを一意に識別するIDを記述する。

	２
	表題名
	(1) title
	資料全体の表題を記述する。

	３
	資料名
	(1) title
	資料の表題に対する詳細項目名を記述する。

	４
	内容分類
	(3) subject
	資料の内容についての大分類を記述する。

	５
	索引語
	(3) subject
	資料検索の際の検索語、キーワードを記述する。

	６
	説明
	(4) description
	資料の内容についてテキスト400字程度で記述する。

	７
	形式
	(9) format
	動画・静止画・PDF等、資料のデータファイルの形式を記述する。

	８
	氏名
	(2) creator
	作成者および記録者・撮影者等の氏名を記述する。

	９
	時代・年
	(7) date
	作成または記録・撮影等の時代・年月日を記述する。

	１０
	地域・場所
	(14) coverage
	作成または記録・撮影等の場所・地域を記述する。

	１１
	利用条件
	(15) rights
	資料データの活用において、許認可を得た利用条件を、クリエイティブコモンズライセンス、自由利用マーク等を用いて記述する。

	１２
	関連資料１
	(13) relation
	資料に関連する情報をリンク情報として添付する。

	１３
	権利者
	(6) contributor
	資料の著作権・プライバシー、所有権等の権利者の氏名を記述し、必要に応じて連絡先を記述する。

	１４
	協力者
	(6) contributor
	資料収集にあたっての協力者の氏名を記述し、必要に応じて連絡先を記述する。

	１５
	登録日
	
	資料を登録した日を記述する（例　2020/03/01）。

	１６
	登録者
	
	資料を登録した登録者の氏名を記述する（例　岐阜花子）。

	１７
	ファクトデータ
	
	原資料ファイルをリンク情報として添付する。

	１８
	＊特色
	資料データの特色やアピールポイント等を記述する。（活用者からフィードバックされた特色等も含む）

	１９
	＊活用支援
	資料活用の際の留意点や役立つ情報や利用方法について記述する。（活用者からフィードバックされた実際の活用方法や内容も含む）

	２０
	＊利用分野
	資料の活用可能な分野を記述する。（活用者からフィードバックされた活用分野も含む）

	２１
	＊改善結果
	実践での活用結果の評価から、フィードバックされた改善点や改善データを記録する。

	２２
	＊処理プロセス
	実践での活用結果の分析データや評価資料、また改善までの一連の処理プロセスについてのフィードバックを記録する。（デジタルコンテンツの活用計画や活用手引きなども含む）

	２３
	＊関連資料２
	活用者からフィードバック情報に関する資料をリンク情報として添付する。



【岐阜女子大学】メタデータ記述用紙
	
	メタデータ項目
	メタデータ記述欄

	１
	ID
	

	２
	表題名
	

	３
	資料名
	

	４
	内容分類
	

	５
	索引語
	

	６
	説明
	

	７
	形式
	

	８
	氏名
	

	９
	時代・年
	

	１０
	地域・場所
	

	１１
	利用条件
	表示 4.0 国際 (CC BY 4.0)

	１２
	関連資料１
	

	１３
	権利者
	

	１４
	協力者
	

	１５
	登録日
	

	１６
	登録者
	

	１７
	ファクトデータ
	

	１８
	＊特色
	

	１９
	＊活用支援
	

	２０
	＊利用分野
	

	２１
	＊改善結果
	

	２２
	＊処理プロセス
	

	２３
	＊関連資料２
	


※アスタリスクマーク（＊）は主にフィードバックのあった還元情報を管理する項目とする。
※項目１２［関連資料１］と項目２３［関連資料２］について、本用紙は記入用紙のため、メタデータ上は、１、２は同一項目とする。

